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竹内実行委員長

全 体 会 式 典 の 様 子

阿 部 祐 二 さ ん の 記 念 講 演

第49回日本PTA関東ブロック研究大会群馬大会

大澤県知事富岡市長

群馬県知事をはじめ、高崎市長・実行委員長より挨拶がありました

テレビリポーターでお馴染みの阿部祐二さんを招いての記念講演
プライベートのマル秘話やサプライズ発言もあり、会場は終始笑いに包まれていました。

また、高崎名産のスペシャルだるまもプレゼントされました。
お忙しい中楽しい講演をありがとうございました !!

農大二高によるマーチングバンド

自
立
し
た
大
人
へ
の
架
け
橋

平
成
29
年
10
月
21
日
㈯
22
日
㈰

音
楽
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
７
ヵ
所
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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～雨天にもかかわらず関係者の皆さん！
　　終始笑顔でご協力ありがとうございました～

誘　導　案　内

　予想外の悪天候でしたが、会場内は沢山の参加者と
活気あるムードで盛り上がっていたことに驚きました。
岩村会長の素晴らしい挨拶から始まり、群馬県でのPTA
活動の紹介や育児で抱える現代社会の問題点なども話
されており、身が引き締まる思いになりました。
　アトラクションの農二高校のマーチングバンドは大変
素晴らしく心が震えました。ここまでに正確にかつイキ
イキと演奏する姿に感動し涙が溢れました。
　記念講演の阿部祐二さんのお話では、レポータとし
て活躍する中でテレビでは放送できない裏話やその苦
しさ、現場だから感じられる情報など、普段なら聞けな
い話を沢山してくださり興味深く拝聴しました。
　関東ブロック研究大会群馬大会に参加させていただ
きとても勉強になり、有意義な時間になりました。この
貴重な体験を今後の生活に生かせるよう過ごして行き
たいと思います。この大会に携わった方々に感謝いたし
ます。ありがとうございました。

入野小PTA本部

鈴　木　良　恵

　群馬大会、全体会に参加しました。私はこのような大
きなPTA行事に参加するのは初めてです。「PTAの歌」
もあり、たくさんの方々が大きな声で歌っていてとても
驚きました。元気よく歌っているのは、私の前に座って
いたお揃いのTシャツを着た新潟県新潟市の方々でし
た。皆さん一致団結しながら来年に向けて頑張っている
んだなと感じました。
　大会旗引き継ぎも無事終わり、次回開催地の紹介で
新潟の良いところ楽しいところを聞いて、来年も参加し
たいなと思いました。PTA会員誰もが参加できるような
大会になるといいなと思いました。

入野小PTA本部

三　木　優　子

関東ブロック研究大会群馬大会（全体会）の参加感想

⑵　高崎市PTA連合会広報紙



第２分科会の感想

　第２分科会の研究発表を聞いて、学校と地域の関係
の大切さを実感しました。
　矢中中学校でも開校当時より、『花づくりは心づくり、
心づくりは人づくり』を精神に感性豊かな生徒の育成
を目指して、33年間緑化活動（ペチュニア栽培）を行
っています。
　また、2000年より、ＰＴＡ・学校支援ボランティ
ア（父の会、ペチュニアの会）・地域の方々も全校生

徒をあげての
ペチュニア栽
培にご協力い
ただいており、2012年には内閣総理大臣表彰（緑化推進運動功労者賞）
を受賞しました。
　今後もこうした活動を通じて子どもたちの感性がより豊かになるよう
に、学校や地域と連携しながらＰＴＡ活動に取り組んでいきたいと思い
ます。

矢中中ＰＴＡ　澤入　　公

分 科 会 の 様 子

会員相互が力を合わせ協力する豊かなＰＴＡ活動が理想
です。子どもの手本となるべく、積極的自主的な参画が求
められます。魅力あるＰＴＡにするための組織運営につい
て学びました。

子どもたちが未来に向けて自然を大切にするとともに、
自然と人間がよりよく共生できる社会を目指せるよう、学
校・家庭・地域ではどう自然とふれあう体験活動等を実施
していくか、学びました。

第３分科会の感想

　我が家の息子は小３の男子です。
　好きな事は真剣に取り組むけれど、苦手な事はでき
ればやりたくない…その一つに読書があります。物の
見方・考え方・表現方法がいつも一方向からのような
気がして、それは親から見ると気になる事の一つで、
こういう考え方もあるよと伝えようとしてもなかなか
届かず日々どうすればよいものか？悩む事も多いです。
今回の下村先生のお話は情報の受け止め方、見極め方
に４つの疑問を持とう！をテーマに授業形式で話が進
められました。即断しない・う呑みにしない・偏るな
・中だけみるな、この四つの頭文字を繋げると「ソウカ
ナ」になります。そうかな？と疑問をもつ事によって見方や考え方も変わり、とても理解しやすく、楽しく聞く
事ができました。

中居小ＰＴＡ　小林　理恵

多種多様な情報手段の正しい理解と活用を基に、豊かな
表現・発信・相互理解ができ、情報社会に適切に参画でき
るようにするために、早急に家庭と学校でできる対策は何
だろうか、学びました。
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子どもが幸せに自立することは、私たち親にとって共通
の願いです。では、その実現に向けて私たちは日々どのよ
うに子どもたちとかかわっていけばいいのでしょう。会場
の皆さんと共に楽しく考えました。

　第６分科会では、３つの学校や地区から発表があり
ました。すべての発表に共通していたことは、地域の
実情に合わせ知恵を出し合い子ども達の安全を守って
いることです。特に興味を持った取り組みは、ドロー
ンによる見守り活動でした。長野の山間部の学校は、
上室田小学校とよく似ています。ドローンで見守りと
はいきませんが、地域で知恵を出し合い、いつでも安
心して子ども達が過ごせる地域にしていきたいと思い
ます。

第６分科会の感想
上室田小ＰＴＡ　加藤　弘朗

中居小ＰＴＡ　松田真由美
　食事や道を歩くなどにはルールがあり、小さい頃から学
校や親などに教えてもらえるが、メディアに対してはルー
ルがなく、人それぞれ多くの時間を費やしてる事に気付か
されました。インターネットや雑誌、テレビのニュースな
どは過大な報道もあるかも知れない。本当にそうなのかな
？と思うことも大事で、見る立場が変われば見方も変わる、
と臨機応変に考える事も必要だと思いました。
　小学生の子をもつ一保護者として、多彩な見方をしつつ、
和と輪をもって実のあるＰＴＡ活動を取り組めるように心
掛けていきたいと思います。

食や健康の不安が問題の現代社会で、明日の日本を担う
子どもたちの心と体の健全育成が急務です。食育・健康教
育の果たす役割は、家庭と学校で取り組むべきことは何だ
ろうか、「弁当の日」の活動を通じて学びました。

地域の実情に合った安全対策を確立するとともに、子ど
もたちには安全に対する理解力・判断力・実践力を身に付
けさせていくことが急務となります。学校・家庭・地域で
できることは何だろうか、学びました。

子どもたちの健康で安全な生活を確保するためには、学
校・家庭・地域並びに関係機関等と連携した地域社会活動
の推進が大切です。よりよい連携のあり方について、学び
ました。

力
あ
わ
せ
る
二
百
万

ち

全体会と分科会で延べ
4,000 人が集結し、大
成功を収めることがで
きました。

⑷　高崎市PTA連合会広報紙
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「上毛かるた」で育む　高崎市の学校紹介
　
城
東
小
学
校
の「
だ
る
ま
」と
言
っ

た
ら
、父
親
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
行
う
創

作
だ
る
ま
み
こ
し
で
す
。学
校
の
協
力

を
得
て
全
校
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
、み
こ
し
を
作
っ
て
高
崎
ま
つ
り
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
て
い
ま
す
。今

年
度
は
１
３
０
枚
も
の
デ
ザ
イ
ン
が

集
ま
り
、６
年
生
の
宮
坂
葉
音
さ
ん

の「
ベ
ジ
だ
る
ま
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
創
作
日
は
床
い
っ
ぱ
い
に
絵
の
具

を
広
げ
て
野
菜
の
ス
タ
ン
プ
を
し
た

り
、紙
粘
土
で
思
い
思
い
の
野
菜
を

作
っ
た
り
し
ま
し
た
。だ
る
ま
の
表
面

を
飾
る
の
は
キ
ャ
ベ
ツ
に
見
立
て
た
ス

ポ
ン
ジ
材
で
す
。み
ん
な
で一
緒
に
ペン

キ
を
塗
っ
た
時
の
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。作
っ
た
素
材
を
組
み
合
わ
せ
、

最
後
に「
オ
ヤ
ジ
た
ち
の
こ
だ
わ
り
」

を
注
入
し
て
完
成
で
す
。自
分
の
体

よ
り
も
大
き
な
作
品
を
み
ん
な
で
作

り
上
げ
る
こ
と
は
、子
供
た
ち
に
と
っ

て
貴
重
な
体
験
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
迎
え
た
高
崎
ま
つ
り
当
日
、「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」と
声
が
枯
れ

る
ほ
ど
の
勢
い
で
、子
ど
も
た
ち
が
み

こ
し
を
担
ぎ
、高
崎
の
町
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。「
６
年
生
で
、最
後
と
な

る
だ
る
ま
み
こ
し
。デ
ザ
イ
ン
が
選
ば

れ
て
、し
か
も
最
優
秀
賞
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
だ
る
ま
賞
が
貰
え
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
。い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。」葉

音
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

縁
起
だ
る
ま
の

　
　
　
　
少
林
山

創
作
だ
る
ま
み
こ
し
の
夏

父
親
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
　
　

内
田
　
考
洋
　

　
白
衣
観
音
は
片
岡
小
学
校
の
校
歌

の
歌
詞
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
く
ら
い

と
て
も
身
近
な
存
在
で
す
。

ふ
と
振
り
向
け
ば
常
に
近
く
で
優
し

く
、あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
夏
の
終
わ
り
に
行
わ
れ
る「
万
灯

会
」の
静
の
お
祭
り
で
は
、小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
に
灯
ろ
う
に
願
い
事
や

絵
を
描
い
て
も
ら
い
、観
音
様
の
周
り

に
華
や
か
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
白
衣
観

音
を
拠
点
に
、秋
の
散
策
や
清
掃
活

動
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
に
近
く
に
い
て
く
れ
る
こ

と
が
心
の
励
み
や
希
望
と
な
り
、「
地

域
の
母
」と
し
て
力
強
く
背
中
を
押

し
て
く
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
今
日
も
笑
っ
て
片
岡
の
小
学
校
を

眺
め
て
る
。仰
ぐ
僕
等
も
に
っ
こ
り
だ
。

（
片
岡
小
学
校
校
歌
の一
句
よ
り
）

白
衣
観
音

　
慈
悲
の
御
手

片
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
　
　
　

池
田
　
　
誠
　

城
東
小

片
岡
小
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「上毛かるた」で育む　高崎市の学校紹介
　
上
毛
か
る
た
の
絵
札
で
は
、美
し
い

榛
名
富
士
と
榛
名
湖
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。こ
の
美
し
い
自
然
環
境
の
も
と

で
今
年
度
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
榛
名

林
間
学
校
。小
学
５
年
生
が
２
泊
３

日
ま
た
は
１
泊
２
日
で
自
然
体
験
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
行
う
登
山
で
は
、榛
名
神

社
に
て
宮
司
さ
ん
か
ら
榛
名
神
社
の

歴
史
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
す
。途
中

に
は
長
野
堰
の
取
水
口
が
あ
る
な
ど
、

歴
史
と
自
然
を
感
じ
な
が
ら
登
っ
て

い
き
ま
す
。夜
に
な
る
と
子
ど
も
達
が

最
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
す
。フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。最
終
日
に
行
わ
れ
る
野
外
炊
飯

で
は
、グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
か
ま
で

ご
飯
を
炊
き
上
げ
ま
す
。自
分
た
ち

で
作
っ
た
カ
レ
ー
と
と
も
に
昼
食
を

と
り
、榛
名
林
間
学
校
で
の
生
活
が

終
了
し
ま
す
。

●
上
室
田
小
保
護
者
の
声

　
帰
っ
て
き
た
息
子
に「
ど
う
だ
っ

た
？
」と
聞
く
と
、「
楽
し
か
っ
た
。」と

す
ぐ
に
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。登

山
で
は
、改
め
て
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
地
域
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
た
よ
う
で
す
。　
私
は
一
度
も
歩

い
て
登
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、今
度
一

緒
に
登
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

登
る

　
榛
名
の

　
　
キャン
プ
村

　
上
野
三
碑
は
群
馬
県（
上
野
国
）高

崎
市
内
に
あ
る
、飛
鳥
時
代
か
ら
奈

良
時
代
に
建
て
ら
れ
た
漢
文
が
刻
ま

れ
た
３
基
の
石
碑
、山
上
碑
・
多
胡

碑
・
金
井
沢
碑
の
総
称
で
す
。日
本
に

18
例
し
か
現
存
し
な
い
古
代
の
石
碑

の
中
で
最
古
の
石
碑
郡
。い
ず
れ
も
国

の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

２
０
１
７
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
の
記

憶
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
我
が
入
野
小
学
校
６
年
の
児
童
25

人
が
社
会
科
見
学
で
多
胡
碑
記
念
館

に
行
き
ま
し
た
。

　
覆
屋
で
碑
を
見
学
し
た
子
供
達
は

三
碑
の
レ
プ
リ
カ
を
集
め
て
設
け
ら

れ
た「
上
野
三
碑
の
へ
や
」で
説
明
を

受
け
た
り
多
胡
碑
に
刻
ま
れ
た
80
文

字
を
探
す
ゲ
ー
ム
感
覚
の
ラ
リ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

昔
を
語
る

　
多
胡
の
古
碑

入
野
小

上
室
田
小

入
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
　
　

福
島
　
秋
美
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